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岩見沢市においてローカル 5G 技術やスマート農機の遠隔制御技術等を用い 
日本国内で初めてとなる最先端スマート農業の公開実証を実施します 

 

東日本電信電話株式会社北海道事業部（北海道事業部長 阿部 隆、以下「NTT 東日本」）は、岩見沢市ス

マート・アグリシティ実証コンソーシアム※にて社会実装に向けて取り組んでいる「5G を含む地域の無線通信ネット

ワーク等を活用し、距離が離れた複数拠点(圃場)かつ複数台のスマート農機を１つのセンターで一括遠隔監視制

御するモデル」の公開実証を岩見沢市にて実施いたします。 

※構成団体：岩見沢市、国立大学法人北海道大学、日本電信電話（株）、（株）NTT ドコモ、東日本電信電話（株） 

 

1. 背景と目的 

 農業の担い手減少や高齢化の進行など労働力不足が深刻化する中、国内の農業生産を維持・拡大するために

は、農作業のスマート化による省力化や生産性の向上等が大きな課題となっています。当社は岩見沢市スマート・

アグリシティ実証コンソーシアムのメンバーとして、北海道大学、岩見沢市、ＮＴＴ研究所、NTT ドコモ等とともに総務

省・農水省の関連実証事業を含め、ローカル 5G を含む 5G 技術を活用したスマート農業技術の更なる高度化実証

を進めて参りました。この度、５G 技術および ICT 等を活用した生産性の拡大・価値向上の気運の高まりを受け、こ

れら技術の社会実装および農業分野における Society5.の実現を加速化することを目的とし、最新技術の実証を公

開します。 

 

2. 実施日時 

2021 年 8 月 11 日（水）14:00～16:30 荒天の場合順延（12 日または 13 日の予定） 

 

3. 実施場所 

岩見沢市新産業支援センター（北海道岩見沢市有明町南１－１２） 

 監視制御：岩見沢市新産業支援センター 
 走行実証：岩見沢市内圃場および北海道大学構内農場 

 

4. 主催 

岩見沢市スマート・アグリシティ実証コンソーシアム 

                                                                     

5. 実証（実演）内容（予定） 

① 2 か所の農地（北海道大学内農場と岩見沢市内農場）で各２台の無人走行トラクターを動作させ、 

遠隔地にある監視センターにて制御（距離が離れた複数拠点・複数農機の一括制御は今回初公開） 

② 無人走行トラクターを農地内倉庫から農道を経由し圃場へ移動かつ農作業実施 

③ 5G 技術を用いた映像伝送をはじめとする無人走行の安全性確保技術の紹介 

④ 無人走行トラクターの遠隔“操縦”デモ（遠隔”操縦”は今回初公開） 

 

6. 今後の展開 

  岩見沢市スマート・アグリシティ実証コンソーシアムの取組みを通じて、地域農業を持続可能とするための切り札

である「最先端のスマート農業技術」の北海道内への普及、社会実装を推進していきます。また、農業分野以外に

おいても ICT・AI・ロボティクスなど最先端技術を活用した地域産業の活性化やスマートシティ実現による地方創生

に貢献していきます。 

 

 



 

 
【本件、報道に関するお問い合わせ先】 

 NTT 東日本‐北海道 企画部 広報担当 

 担当：岡崎、佐藤、中島 

  TEL：011-221-9803 

  Mail : h-kkk-kou-gm@east.ntt.co.jp 


